
１）主な専門分野
応用微生物学，酵素学，遺伝子工学，タンパク質工学

・蛋白質工学
・遺伝子工学
・酵素変換
・有用微生物の分離

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 熱帯放線菌、多様性、探索、有用酵素

■ その他の研究紹介
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有用生物資源としての熱帯放線菌の可能性

学術院農学領域
応用生物化学系列

准教授

徳山 真治

・特筆すべき研究ポイント：
熱帯性放線菌を未利用な有用生物資源と捉え、探索の対象とする。

・新規研究要素：
熱帯放線菌は、10〜20％の新種を含むため、新規リード化合物、新規有用酵素発見の可能性が大きい。

・従来技術との差別化要素・優位性：
熱帯放線菌は未利用生物資源と考えることができる。

・特許等出願状況：
（１）ポリ乳酸の分解法、ポリ乳酸分解組成物およびそれを用いる微生物、特願2007‐4654、2007
（２）ポリ乳酸の分解方法及び微生物、特願2006‐152729、2006
（３）プラスチックの分解方法及び微生物、特願2006‐152728、2006

熱帯地域には多様な生物が存在するが、微生物においても同様である。自然界におけるスイーパーである放
線菌に着目し、熱帯放線菌を有用資源と考え、新規有用物質、新規有用酵素の開発を目的として、各種探索を
行う。

1.抗MRSA物質を生産する新規放線菌を見出した。

2.生分解性プラスチックあるポリ乳酸分解の迅速な分解処理を可能にする耐熱性放線菌を分離した。

3.イチゴ炭疽病に有効な放線菌を見出した。

・褐色腐朽菌形質転換系の構築
・高活性リグニン分解菌形質転換系を用いた、各種タンパク質高生産株の分子育種

・バイオリファイナリー技術
・環境修復技術
・微生物分子育種
・微生物遺伝子工学

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 白色腐朽菌、分子育種、リグニン、バイオリファイナリー、バイオレメディエーション

■ その他の研究紹介
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白色腐朽菌を用いた木質バイオリファイナリー
に関する研究
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自然界より分離した高活性リグニン分解菌を用いて、以下の点を明らかにした。
（１） リグニン分解関連酵素遺伝子を高発現させることで、リグニン分解能を改善可能であることを証明した。
（２） アルコール発酵の鍵酵素であるピルビン酸デカルボキシラーゼ（PDC）遺伝子を高発現させることで、白色
腐朽菌の有するアルコール発酵能を改善した。

（３） キシリトール産生の鍵酵素であるキシロース還元酵素遺伝子を高発現させることで、高度にキシリトールを
産生可能であることを実証した。
（４） 乳酸脱水素酵素遺伝子の高発現及びPDC遺伝子のノックダウンにより、白色腐朽菌へ乳酸発酵能を付与
した。

また、白色腐朽菌を用いることで、カビ毒アフラトキシンB1やネオニコチノイド系殺虫剤の分解・無毒化が可能で
あることも証明した。

・特筆すべき研究ポイント：
○ 高活性リグニン分解菌のリグニン分解機構については、申請者が最も情報を有している。

○ 他の研究機関より先んじて白色腐朽菌を用いた木質バイオリファイナリーに関する研究を展開し、メタボリッ
クエンジニアリングにより各種発酵能を付与・改善した。
○ アフラトキシンB1やネオニコチノイド系殺虫剤の分解・無毒化については既に多くの情報を有している。
・新規研究要素：

○ 白色腐朽菌の一部は水素発酵が可能であり、生物学的処理により木質バイオマスより水素を生産可能で
あることを、世界で初めて見出した。
・従来技術との差別化要素・優位性：

○ 既存のリグニン分解菌では得られない高分解メカニズム情報や、発酵能付与及び改善に関する情報を有し
ている。
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